
あんぜんそく

業病については業務上の傷害事故と問機，企業体において補償

しなければならないことはもちろんであるが，私傷病といわれ

る一般の疾病についても欠勤者の補充，休業中の給料の支給，

作業能率の低下など，企業経営におよぼす影響は重大である。

したがって国鉄においては， 傷密llj:故防止のための安全管理と

疾病予防のための衛生管理 ・ 健康管理について各極の施策を講

じているが， これらの施策を総称して安全衛生といっている 。

(松村孝)

あんぜんかんり 安全管理 事業主が労働者の業務上の傷害

事故を防止するために行う錨策の総称で， 国鉄におけるおもな

施策はつぎのとおり である。

l 安全管現態勢の確立

本社の厚生局を安全管理に関する企画の主管局とし，地方局

所はこれにならい，工場または駅区等の現業機関については，

労働安全衛生規則の定めるところにしたがって現場長またはこ

れにかわるもの約 2，000 名を安全管沼者 と して選任し， 安全管

理の第一線突施繊関として，労働安全衛生規貝1)第 6 条に定める

つぎの事項を実施させる。

(1) 建設物， 設備， 作業場所または作業方法に， 危険がある

場合における応急摘置または適当な防止の捕置

(2) 安全装置， 保護具，消火設備その他危害防止施設の性能

の定期的点検および整備

(3) 安全作業に関する教育および訓練

(4) 発生した災接原因の調査および対策

(5) 消防および避難の訓練

(6) 労働安全衛生規則第 10 条に定めるものその他安全に関

する補助者の監督

(7) 安全に関する重要事項の記録およびその保存

さらに局な らびに工場にあっては専任安全管理者を選任し，

現場の安全管理者との連絡強化， 安全管浬に関する企画ならび

に傷筈事故原因の調査究明に当らせる。

2 安全運動の突施

安全管理者の目的とするとこ ろは， i拐容事故の防止であるが，

l拐容事故を防止するには， 全員がこれに協力するように指導啓

もう することが肝要なので， 安全映画または幻灯写真その他啓

もう資料を随時作成配付するほか， 毎年 7 月 1 日から労働安全

迎聞を突施し， この僚会をとらえて，講演会， 座談会3 懸賞ー論

文募集， 安全表彰等を行って啓もうに努める。

3 安全教育の突施

安全教育には (1) 安全管理者が中心とな って行う ， いわゆ

る職場における一般職員に対する安全教育 と (2) 安全管理者

に対して， 安全指導に必要な基礎知識を修得させるために行う

安全教育の両者があるが， 前者は昭和 24 ・ 12 に制定された安全

教育突施要綱にもとづき，後者は安全管理者講習会によってこ

れを突施している。

4 傷害事故実態のは握

傷害事故を防止するには傷害の原因を徹底的に究明し，その

防止対策をたて， これを突行に移さなければならない。これが

ため傷害事故が発生したとき現場から提出される業務上傷病者

契にも とづき，傷容の原因を詳細に科学的に分析検討し，傷害

事故の実態のは慢に努める。

5 安全診断の実施

健康診断によ っ て ， 疾病を早期に発見し，これに適切な指導

を与えて健康に導 く の と 閉じように，職場を安全という立湯か

ら観察して， 不良箇所を指織し，これを安全な状態にみちび く

こと を 目的として， 昭和 28 ・8 安全惨断突施要領が定められた。

(1) 安全管理組織とその運営状況 (2) 安全指導方法とその

実施状況 (3) 施設および設備の現状お よ び創意工夫によるそ

の改善状況 (4) 保護具の整備状況，使用状況および保管状況

(5) 安全内規および規律の遵守状況 (6) 整E基盤とん状況 (7) 

救護資材の整備状況および保管状況 (8) 応急処置の対策およ

び指導状況 (9) 安全管理に対する所属職員の協力状況 (10) 

安全衛生委員会の巡営状況 (11) 年間度数率および強度率 (12) 

死亡事故の有無(防災害発生状況等を診断項目とし，安全

管理者を常置する現場を対象 として， 毎年 l 回以上行われる 。

6 保護具の整備

危険な業務ならひ・に衛生上有容な業務に従事する者には， 適

当な保護具を与えて危容を防止する必要があるので， 昭和 26 ・ 7

保護兵整備要領を制定して，作業日1)に必要とする保護具の整備

に努めている。

国鉄部内の作業は多優多様で複雑多岐にわたる関係上， 保護

具の街類も約 70 におよんでいる。

7 作業環境の改善突施

傷容事故の原因となる施設設備と，衛生上有害な施設設備を

改善することによ って，職員の危瞥と疾病を防止しあわせで作

業能率の向上をはかるため， 昭和128 ・ 8 作業環境改善要領を制定

してこれが整備に努めているが，この要領の骨子とするところ

は，改善対象箇所について所属長が (1) 台帳を作成整備し改

善箇所の突磁をは燥すること (2) こ の台帳をもとにしかっ改

警の緊急度合を考慮して，毎年翌年度の改善要求惑を作成して

本社に提出すること (3) 改善されたも のについては， 毎四半

期jごとに取りまとめてこれを本社に報告することになっている。

また本社でも地方局所から提出された台帳(写) を集計 して改

善箇所の全ぼうを按燥するとともに，改善 5 筒年計画を樹立し

て，一段と強力に改善を実施すること に している。

8 色彩調節の指導

色彩管理の良否は作業の能率や疲労に影響し，ひいては傷害

事故にも関係をおよぼすので，国鉄における色彩管理のあり方

については目下鋭な研究を続けているが， 緊急援望するとこ ろ

について怯現地指導も突絡している。

9 作業方式の安全化

これまで制定されている作業方式の基準については， もちろ

ん安全という聞も考慮されていたが， さらに安全管理の立場か

ら詳細検討を加え，いわゆる安全を基盤とした作業基準の制定

がいそがれている。(松村孝)

古
路
き
の

b

線
ひ

方

げ
の

を
一

白
内

突
か

阻
精
衡

れ

じ

場
て

ず

川
、
事
つ

い

凶
停
よ

ー
に
め

、
d
g

、a

­

比
日
・
刀
サ
れ

あ

叫

る
る

山
川
知
す
け

淀
川
崎
世

t

v辿
右

t

v

J

1

1

M

 

晦
h
h
u

担
問
R
h
る

全
一回
誤
伊
円

安

が
を
合

m
b行
場

ん

山
遮

る

せ

此
の
あ
路
て

'
る
短
を
ま
と

出

に
イ

(
同

車
が
線
せ
し
す
る
線
線
綴

は

方
ポ

〈

ub

列
れ
の
さ
止
滅
け
り
込
側
線
前
向

，
庄は
て
そ
そ
走
防
軽
設
ま
突
難
。

側

の
対

人

独
い
お
を
逸
を
は
に
止
。
遊
う
全
車
て

ぜ
C

お

す
事

ら
放
た
め
行
う
は
い
安
列
い

ん

は
に
起
列
か
事
ま
た
い
い
た
も
発

お

あ

安全 側線

ー一一 35 一一一

ソ ト をもって分岐され，かっこの側線の方に開通するのを定位




